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錦江
暮らしの情報や、みん
なの活躍など、まちの
話題をピックアップし
てご紹介します。

地域のよりどころ菅原神社

鶴園自治会の水流 正三さんが2月11日に100歳を迎え
られました。

　これまで森林組合や農業など元気で働き、趣味の狩猟
ではキジを捕ったりして有意義に暮らしてきたそうです。
　当日は家族に囲まれ楽しいひと時を過ごされました。

２月21日、瀬戸山公民館入口の菅原神社内の歴史
看板や鳥居が老朽化していたため、自治会で出

資し新たに新設しました。この場所は歴史的にも由来
のある場所であり、当日は瀬戸山自治会の落司妙子さ
んの七福神の舞が、厳かに奉納されるなど地域一帯と
なってお祝いされました。神社周辺の広場は、ゲート
ボールや子どもの遊び場として、日頃から地域の憩い
の場となっています。

第61回  鹿児島県下一周
市郡対抗駅伝競走大会

１００歳おめでとうございます。

２月15日から19日にかけて第61回鹿児島県下一周市郡
対抗駅伝競走大会が行なわれ、最終日の19日は南大

隅町をスタートし鹿児島市までの114.9㎞で熱戦が繰り広
げられました。錦江町文化センター前では、雨天にもかか
わらず大根占小・錦江中学校の生徒や多くの住民の方々
が旗を振り、大きな声援を送っていました。

上原自治会の上原 ハルヱさんが1月25日に100歳を
迎えられました。

　若い時はご主人と一緒に自宅で瓦工場をしていたそう
です。
　お酒が好きで、最近まで楽しく飲んでいたそうです。
家族の祝福に終始笑顔の絶えない一日でした。


